











































 上記を含め、講演発表は国際会議 1 回、国内学会 3 回である。学術論文(日本海運経済学会『海
運経済研究』)では国際交流賞を受賞していることを確認した。 
 合同セミナーについて、規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
